
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

台
風
の
近
づ
く
夜
の
静し
じ
ま寂
か
な　
　
　
　

松
木
康
子

石い
し
づ
ち

鎚
山
の
威い

に
台
風
の
逸そ

れ
に
け
り　
　

近
藤
忠
夫

風
渡
る
草
の
中
な
る
ね
こ
じ
ゃ
ら
し　
　

坂
田
恭
子

鈴
の
緒お

の
霧
雨
に
音
濡
れ
て
を
り　
　
　

野
間
繁
子

雨
上
が
り
田
の
上
に
群
る
赤
と
ん
ぼ　
　

高
橋　

和

湧
水
の
温
度
差
を
手
に
秋
深
む　
　
　

髙
塚
フ
ミ
子

木
洩
れ
日
に
土
手
華
や
ぎ
ぬ
彼
岸
花　
　

加
藤
泰
江

露
天
湯
の
溢
れ
て
を
り
し
虫
の
宿　
　
　

近
藤
美
鶴

　

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

懐
か
し
の
レ
コ
ー
ド
回
す
敬
老
日　
　
　

加
藤
泰
江

彼
岸
花
あ
ち
こ
ち
の
畦
わ
っ
と
咲
き　

藤
田
ウ
メ
ノ

足
痛
め
と
り
え
の
元
気
失
え
り　
　
　
　

一
色
早
苗

手
押
し
車
で
集
ま
り
ま
し
た
敬
老
日　
　

神
尾

子

と
き
め
い
て
人
妻
と
行
く
盆
踊
り　
　
　

眞
鍋
正
利

諦
め
は
あ
の
日
に
帰
る
道
は
な
い　
　
　

尾
﨑
康
博

孫
か
ら
の
メ
ー
ル
癒
し
の
敬
老
日　
　
　

三
好
清
信

喉
越
し
が
甘
い
言
葉
を
飲
み
込
め
ず　
　

桑
原
冴
子

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄

選			

朝
採
り
の
無い
ち
じ
く

花
果　

籠か
ご

に
山
と
盛
り
家
族
向
き
合
ひ

食
べ
し
あ
の
頃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本
郁
子

猛
暑
で
も
蛇
が
ウ
ロ
ウ
ロ
敷
地
内
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も

捜
し
て
る
の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
生
朝
子

ラ
グ
ビ
ー
の
大
金
星
に
煽あ
お

ら
れ
て
未
知
の
世
界
に
誘

わ
れ
し
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

彼
岸
花　

野
道
い
ろ
ど
り
り・
・ん
と
咲
き
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
暫
し
息
止と

む　
　
　
　
　
　

岩
﨑
多
恵
子

帰
る
家
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
祭
ま
つ
り
ず
し鮨
、
母
の
温
も
り
、

も
っ
と
食
べ
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

菅　

の
ぶ
子

山や
ま
あ
い間

に
流
れ
る
雲
を
追
っ
か
け
て
バ
ス
で
行
く
旅　

茜あ
か
ね
ぞ
ら空

広
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
根
祐
子

家う
ち

の
子
に
な
っ
た
ザ
リ
ガ
ニ　

三
年
目　

イ
リ
コ
抱

え
て
後あ
と
ず
さ退
り
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
賀
和
子

食
パ
ン
の
耳
を
刻
み
て
週
一
度　

鯉
に
逢
え
る
が
我

の
楽
し
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹
美
智
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
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９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

25 広報さいじょう　2015　 11月号

　119番通報の中に「事故です！早く来て！」（ガ

チャン）という通報が時折あります。このような通

報では、事故現場の位置や内容がわからず、消防車

や救急車を出動させることができません。通報は、

「落ち着いて・あわてず・正確に！」対応職員の問

い掛けに答えてください。番号は、固定電話・携帯

電話からでも局番なしの11 9番です。

　また、全体の約３割が病院などの問い合わせです。

問い合わせは次の番号を利用してください。

○病院案内テレホンサービス　TEL0897ー58ー2200

○災害案内テレホンサービス　TEL0897－55－5551

※緊急性のない問い合わせなどにより、本当に必要

　な情報が妨げられないよう、ご協力をお願いしま

　す。

11月９日㈪は「119番の日」
　近年、救急車の不適切な利用が増加しています。

救急車は緊急を要する傷病者のためのものです。緊

急性がなく救急車以外に搬送手段がある場合は、自

家用車や公共の交通機関などをご利用ください。

　意識や呼吸がない、激しい頭痛、胸痛がある、大

量に出血しているなどの場合は、迷わず11 9番通報

してください。

お詫びと訂正
　広報さいじょう平成27年10月号33ページに掲載の

「さいじょう文芸広場」において、短歌の作者名に

誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。

　（正）…奥村三重子氏　（誤）…奥村美重子氏

救急車の適正利用について


